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補助要綱規定事項一覧表

自治体名：生駒市

計画名称：生駒市地域公共交通計画

地域公共交通計画での記載箇所（頁）

（第１号関係）
地域公共交通確保維持事業により運行を
確保・維持する運行系統の地域の公共交
通における位置付け・役割

P80

（第２号関係）
上記を踏まえた地域公共交通確保維持事
業の必要性

P85

（第３号関係）
地域公共交通確保維持事業により運行を
確保・維持する運行系統に係る事業及び
実施主体の概要

P85,86

（第４号関係）
地域公共交通計画の区域内全体における
地域旅客運送サービスの利用者の数、収
支、費用に係る国又は地方公共団体の支
出の額その他の定量的な目標・効果及び
その評価手法

P95,100,101

補助要綱第17条第1
項に規定する事項
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表 7-1 生駒市の公共交通の位置づけと役割（令和 7 年度） 

位置づけ 交通手段  役割 確保・維持策 

幹線交通 鉄道 近鉄奈良線 

近鉄けいはんな線 

近鉄生駒線 

・大阪府や奈良市等、隣接都

市間や広域的な都市間の

移動を支える公共交通網 

・市内の都市拠点や各地域

拠点間の移動を支える公

共交通網 

交通事業者と協議の

上、一定水準のサー

ビスを確保 

バス（地

域 間 幹

線・補助

対象） 

富雄庄田線（富雄

駅～学研北生駒駅） 

地域公共交通確保維

持事業（幹線補助）

を活用し持続可能な

運行を確保 

支線交通 鉄道 生駒ケーブル ・居住地と地域拠点や各生

活拠点を結ぶ公共交通網

（生活交通ネットワー

ク） 

・市内での活動機会を支え

る交通 

交通事業者と協議の

上、一定水準のサー

ビスを確保 

バス 旭ケ丘線 

生駒台循環線 

北田原線 

上町生駒線 

帝塚山住宅線 

帝塚山大学線 

東生駒団地線 

生駒ニュータウン線 

生駒イトーピア線 

ひかりが丘住宅線 

パークヒルズ田原線 

学園高山線 

西登美ケ丘真弓線 

奈良北高校線 

中登美ケ丘団地線 

バス（補

助対象） 

富雄庄田線（学研北

生駒駅～傍示・生駒

北スポーツセンタ

ー） 

地域公共交通確保維

持事業（フィーダー

補助）を活用し持続

可能な運行を確保 

コミュニ

ティバス 

光陽台線 

門前線 

北新町線 

西畑有里線（有里線） 

萩の台線 

鹿ノ台線 

交通事業者と協議の

上、一定水準のサー

ビスを確保 

コミュニ

ティバス

（補助対

象） 

西畑有里線（西畑線） 地域公共交通確保維

持事業（フィーダー

補助）を活用し持続

可能な運行を確保 
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＜地域公共交通確保維持改善事業の必要性＞ 

・ 富雄庄田線（ 富雄駅～学研北生駒駅） は、 近鉄けいはんな線学研北生駒駅、 近鉄奈良線

富雄駅の各鉄道駅と 、 本市及び奈良市の各集落や住宅地等を連絡し 、 通勤・ 通学、 買い

物、通院と いっ た日常生活や、長弓寺等への観光ルート を 結ぶ幹線交通と し て多様な移

動を 担っ ています。 学研北生駒駅や富雄駅では、 鉄道や他の支線交通と 連絡し 、 本市を

含む県北西部地域の公共交通ネッ ト ワーク を 構築する 上で特に重要な役割を 果たし て

います。 一方で、 市や交通事業者の運営努力だけでは路線の維持が難し く 、 地域公共交

通確保維持改善事業（ 幹線補助） により 運行を 確保・ 維持する必要があり ます。  

・ 富雄庄田線（ 学研北生駒駅～傍示・ 生駒北スポーツセンタ ー） は、 本市北部の交通不便

地域と 鉄道駅（ 学研北生駒駅） や市立生駒北小中学校を結ぶバス路線であり 、 地域の移

動手段と し ての役割を 担っ ています。 また、 西畑有里線（ 西畑線） は、 本市南西部の交

通不便地域と 鉄道駅（ 南生駒駅） や医療機関、 商業施設を 結ぶコ ミ ュ ニティ バス路線で

あり 、 地域の移動手段と し ての役割を 担っ ています。 一方で、 どちら の路線も 、 市や利

用者・ 沿線地域の負担（ 自助努力） だけでは路線の維持が難し く 、 地域公共交通確保維

持改善事業（ フ ィ ーダー補助） により 運行を確保・ 維持する必要があり ます。  

 

表 7-2 補助系統に係る事業及び実施主体（令和 7 年度） 

交通手段 系統名 起点 終点 運行主体 補助事業

の活用 

バス 富雄庄田線 富雄駅 学研北生駒駅 奈良交通 幹線補助 

富雄庄田線 学研北生駒

駅 

傍示・生駒北スポーツ

センター 

フィーダ

ー補助 

旭ケ丘線 生駒駅 中菜畑二丁目 なし 

生駒台循環線 生駒駅 生駒台経由 

生駒駅 

北田原線 生駒駅 北田原 

上町生駒線 生駒駅 学研北生駒駅 

帝塚山住宅線 東生駒駅 帝塚山住宅 

帝塚山大学線 生駒駅 帝塚山大学 

東生駒団地線 生駒駅 小瀬保健福祉ゾーン、

翠光台 

生駒ニュータ

ウン線 

生駒駅 白庭台駅 

生駒イトーピ

ア線 

学園前駅 鹿ノ台北二丁目 

ひかりが丘住

宅線 

生駒駅 ひかりが丘 

パークヒルズ

田原線 

生駒駅 田原台一丁目 

学園高山線 学園前駅 高山サイエンスタウン 
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交通手段 系統名 起点 終点 運行主体 補助事業

の活用 

西登美ケ丘真

弓線 

学研北生駒

駅 

学園前駅 

奈良北高校線 学園前駅 奈良北高校 

中登美ケ丘団

地線 

学研北生駒

駅 

学園前駅 

コミュニ

ティバス 

光陽台線 生駒市役所 光陽台口経由 

生駒市役所 

生 駒 市

（運行は

交通事業

者 に 委

託） 

門前線 生駒駅 門前町南経由 

生駒駅 

北新町線 生駒市役所 薬師台経由 

生駒市役所 

西 畑 有 里 線

（有里線） 

南コミュニ

ティセンタ

ーせせらぎ 

むかいやま公園入口経

由 

南コミュニティセンタ

ーせせらぎ 

萩の台線 南コミュニ

ティセンタ

ーせせらぎ 

萩の台第 1 公園、萩の

台北の谷公園経由 

南コミュニティセンタ

ーせせらぎ 

鹿ノ台線 学研奈良登

美ヶ丘駅 

いきいきホール前、鹿

ノ台北二丁目経由 

学研奈良登美ヶ丘駅 

西 畑 有 里 線

（西畑線） 

南コミュニ

ティセンタ

ーせせらぎ 

暗峠 フィーダ

ー補助 

＜全路線共通＞ 

・ 事業許可区分： 4 条乗合 

・ 運行形態： 路線定期運行 

 

(2) 目指すべき将来ネットワーク 

本市で目指す地域公共交通の交通体系図は、 次のと おり と し ます。  
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＜目標①－２＞ ※令和 5 年 12 月の改訂にあわせて追加 

目標 

地域公共交通の利用者数の維持・確保 

目標の設定 

買い物や通院の時間帯に合わせた公共交通サービスを提供することで、地域公共交通

（鉄道、路線バス、たけまる号）の利用者数を増やす。なお、新型コロナウイルス感染

症の影響による新しい生活様式への変容などに伴い、公共交通の利用者数はコロナ禍

前までの水準には戻らない可能性が高い。そのため、公共交通の 1 日あたりの利用者

数をコロナ禍前の 9 割に維持することを目指す。 

評価指標 現況値（R1） 目標値（R13） 

地域公共交通の年間利

用者数 

2835 万人 

※最新値の R3 は 2323 万人 
2551 万人 

（参考）1 日あたりの

利用者数 

77 千/日 

※最新値の R3 は 63 千人/日 
69 千人/日 

評価方法等 

・使用するデータ：生駒市統計書で公表されている各交通事業者の実績を計上する。 

・評価時期：毎年 

 

※地域公共交通の利用者数は、 近鉄の鉄道 12 駅（ 生駒駅、 東生駒駅、 菜畑駅、 一分駅、

南生駒駅、 萩の台駅、 東山駅、 鳥居前駅、 宝山寺駅、 生駒山上駅、 白庭台駅、 学研北生

駒駅）、 路線バス（ 奈良交通）、 コ ミ ュ ニティ バス（ たけまる号） の利用者数の合計から

算出し た。  
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基本方針③ 市民・地元企業・行政等の協働による公共交通サービスの充実 

基本方針③「 市民・ 地元企業・ 行政等の協働による公共交通サービスの充実」については、

地域公共交通の維持に向けて、「 1 日あたり の利用者数の維持」、「 収支率」、「 公的資金投入

額」 を 目標と し ます。  
 
＜目標③－１＞ ※令和 7 年 6月の改訂にあわせて追加 

目標 

地域公共交通の 1 日あたりの利用者数の維持 

目標の設定 

たけまる号・富雄庄田線（学研北生駒駅～傍示・生駒北スポーツセンター）の主な利用

者である高齢者の運転免許保有率が増加しており、公共交通利用への転換が進みにく

い状況にある。また、人口減少や生産年齢人口の減少に伴い、公共交通の利用者数は減

少する可能性が高い。そのため、たけまる号・富雄庄田線の 1日あたりの利用者数を現

在の水準で維持することを目指す。 

たけまる号の評価指標 現況値（R1） 目標値（R13） 

1 日あたり

の利用者数 

たけまる号全路線の1日あたり

の利用者数が、たけまる号を利

用する沿線地区の住民基本台

帳人口の合計に占める割合 

2.32％ 2.32％ 

富雄庄田線の評価指標 現況値（R6） 目標値（R13） 

1 日あたり

の利用者数 

富雄庄田線（学研北生駒駅～傍

示・生駒北スポーツセンター）

の 1 日あたりの利用者数が、富

雄庄田線を利用する沿線地区

の住民基本台帳人口の合計に

占める割合 

4.17％ 4.17％ 

評価方法等 

・使用するデータ：（たけまる号）生駒市統計書で公表されている実績を計上する。（富

雄庄田線）奈良交通提供資料より算出する。 

・評価時期：毎年 

 
※現況値の対象期間は、 たけまる号は平成 31 年 4 月～令和 2 年 3 月、 富雄庄田線は令和

6 年 6 月（ 平日） で算出し た。  
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＜目標③－２＞ ※令和 5 年 12 月、令和 7年 6月の改訂にあわせて追加 

目標 

地域公共交通の事業効率の改善 

目標の設定 

たけまる号・富雄庄田線（学研北生駒駅～傍示・生駒北スポーツセンター）の運行にあ

たり、運行費用と運賃収入の差額を生駒市が負担（富雄庄田線については令和 8 年度

から）している。持続可能な公共交通サービスの提供に向けて、たけまる号への生駒市

公的資金投入額が運行費用の 70％を下回る（＝たけまる号の収支率が 30％を上回る）

こと、ならびに富雄庄田線への収支率が現在の水準より改善することを目指す。 

たけまる号の評価指標 現況値（R4） 目標値（R13） 

公的資金

投入額 

生駒市公的資

金投入額が運

行費用に占め

る割合 

光陽台線 30.8％ 

生駒市公的資金投

入額が運行費用の

70％を下回る水準

を維持 

門前線 30.3％ 

北新町線 57.4％ 

西畑・有里線 58.2％ 

萩の台線 82.1％ 

鹿ノ台線 68.9％ 

（参考）全路線 52.2％ 

（参考）生駒

市公的資金投

入額 

光陽台線 2359 千円   

門前線 2397 千円   

北新町線 1580 千円   

西畑・有里線 3812 千円   

萩の台線 5449 千円   

鹿ノ台線 3543 千円   

（参考）全路線 19142 千円   

収支率 収支率 光陽台線 69.2％ 

門前線 69.7％ 

北新町線 42.6％ 

西畑・有里線 41.8％ 

萩の台線 17.9％ 

鹿ノ台線 21.9％ 

（参考）全路線 46.5％ 

富雄庄田線の評価指標 現況値（R6） 目標値（R13） 

収支率 収支率 富雄庄田線（学

研北生駒駅～傍

示・生駒北スポ

ーツセンター） 

23.5％ 
収支率が現況の水

準より改善 

評価方法等 

・使用するデータ：（たけまる号）たけまる号の実績を計上する。（富雄庄田線）奈良交

通提供資料より算出する。 

・評価時期：毎年 

 
※現況値の対象期間は、 光陽台線、 門前線、 北新町線、 西畑・ 有里線、 萩の台線は令和 4

年 4 月～令和 5 年 3 月、 鹿ノ 台線は令和 4 年 8 月～令和 5 年 7 月、 富雄庄田線は令和 5

年 10 月～令和 6 年 9 月で算出し た。  
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別 紙 
 

 

令和７年６月１８日 

          （名称）生駒市地域公共交通活性化協議会 

１．地域公共交通確保維持事業に係る目的・必要性 

（ １ ） 西畑線 

本申請書の対象路線と なっ ている西畑・ 有里線（ 西畑線が補助対象） は、 平成 23 年 10 月から

生駒市が運行を 開始し （ 平成 25 年 2 月、 平成 26 年 6 月、 令和元年 6 月及び令和 3 年 5 月に系

統の追加又は経路の一部等を 変更）、 生駒市南西部の交通不便地域と 鉄道駅（ 南生駒駅） や医療

機関、 商業施設等を 結ぶコ ミ ュ ニティ バス路線であり 、 地域の移動手段と し ての役割を 担っ て

います。  

西畑線の沿線地区のう ち西側部分は、 生駒市の南西部の生駒山麓に位置する 5 つの町から 構

成さ れている。 生駒市は、 大阪近郊の住宅都市と し て発展し た経緯から 、 市域内の公共交通網

はある程度整備さ れている状況にあるが、 当該地区については、 最寄り の鉄道駅から １ km以上

の距離があり ながら 、 人口が少ないこ と や道路が狭隘で勾配も 急であるこ と などの地理的条件

も 相まっ て、 西畑線の運行を 開始するまでは定期運行による公共交通サービスの提供がなさ れ

ず、 地域住民の自助努力により 生活が送ら れてき た。 し かし 、 昨今の高齢化の進展と いう 社会

情勢の変化に伴い、 住民の自助努力のみでは、 こ れまでどおり の生活を 送る こ と が困難になる

と 予測さ れ、 当該地区においては、 居住人口、 高齢化の進展度合い、 地形的条件などから 、 他

の地域より その傾向がより 顕著になると 想定さ れていた。  

こ のよう な状況を 踏まえ運行を 開始し た西畑線は、 当該地区と 鉄道駅、 医療機関、 商業施設

等を 結ぶ路線であり 、 地域の生活交通の確保を 第一の目的と するも のの、 暗峠等へのハイ キン

グコ ースや特徴的な飲食店などが立地する 当該地区への市内外他地域から の来訪により 、 地域

の活性化がも たら さ れると いう 副次的な効果も 期待し ていると こ ろ であり 、 こ の運行目的の達

成を 促進するため、 こ れまでも 地域から の要望も 踏まえ、 運行系統の変更や時刻の見直し 等を

行っ てき た。  

なお、 当該地区については、 人口が少ないこ と も あり 、 本件補助対象路線の利用者数は、 運

行開始初年である当市会計年度の平成 23 年では１ 日あたり 約 14 人、平成 24 年では 1 日あたり

約 15 人、 平成 25 年では 1 日あたり 約 18 人、 平成 26 年、 平成 27 年では約 20 人、 平成 28 年で

は約 19 人、 平成 29 年では約 20 人、 平成 30 年では約 19 人、 令和元年は約 17 人、 令和 2 年、

令和 3 年は約 11 人、 令和 4 年は約 12 人、 令和 5 年は約 11 人、 令和 6 年は約 11 人である。 道

路幅員が狭いこ と によ る乗車定員の制約があるため、 比較的少ない状況での推移ではあるが、

一定の継続的な利用がある。 当該地区における日常の生活交通の確保は重要な課題であり 、 そ

の役割を 果たすコ ミ ュ ニティ バスの継続的な運行は必要不可欠である。  

こ のこ と から 、 生駒市と し ては、 今後も 当路線を 継続的に運行する考えであるが、 財源の確

保が重要な課題と なっ ている。 前述のと おり 、 も と より 人口の少ない当該地域では、 こ の財源

を 、 利用者の運賃負担や沿線地域の負担と いう 自助努力のみで確保するこ と は困難である。 そ

こ で、 市と 国が共同で住民の交通手段の確保を めざし て、 地域公共交通確保維持事業の制度を

活用し 、 国庫補助金を 財源の一部と するこ と で、 当路線を 継続的に運行するこ と が可能と なり 、

それに伴い当該地域の利便性確保はも と よ り 、 地域の活性化にも つながると 考えている。  

 

（ ２ ） 富雄庄田線①、（ ３ ） 富雄庄田線②、（ ４ ） 富雄庄田線③ 

 奈良交通㈱の富雄庄田線（ 富雄駅～学研北生駒駅～傍示方面） は、 奈良市に位置する近鉄奈

良線の富雄駅から 富雄川沿いを 北上し て生駒市に入り 、 けいはんな線の学研北生駒駅を 経由し

て当市の北部地域である高山町を 結ぶ地域間幹線系統であり 、 高山町内を 運行する唯一のバス

路線と なっ ている。 本申請の対象は富雄庄田線の一部系統（ 学研北生駒駅～傍示方面） であり 、

令和7年度第1回協議会【資料9】

9



別 紙 
学研北生駒駅から 傍示までは約 7km と 距離が長く 、 当該系統は地域住民の通勤・ 買物・ 通院の

ための貴重な足と なっ ており 、 また、 沿線の生駒北小中学校への通学輸送も 担っ ている。 し か

し ながら 、 近年ではモータ リ ゼーショ ンや人口減少・ 少子高齢化の進展、 コ ロナ禍等による収

支の悪化が顕著になっ ており 、 令和 4 年 3 月には奈良交通㈱から 当該区間のバス路線廃止が申

し 入れさ れた。  

 高山町は令和 7 年 4 月時点で 3 千人以上の人口があり 、 バス路線が廃止さ れると 多数の地域

住民が自助努力だけではこ れまでどおり の日常生活を 送る こ と が困難と なり 、 生駒北小中学校

にバス通学し ていた児童も 通学でき なく なるこ と が懸念さ れるため、 申し 入れ以降、 本市と 奈

良交通㈱と で運行継続に向けた協議を 続けると と も に、収支改善に向けて「 バス運賃 100 円 DAY」

や沿線地域へのバス時刻表の配布等、 利用促進に取り 組んでき た。  

 令和６ 年３ 月には本市と 奈良交通㈱と で協定を 締結し 、 引き 続き 利用促進に取り 組むと と も

に市が財政支援を 行う こ と で、 富雄庄田線の運行継続を 決定し た。 運行継続に当たっ ては地域

公共交通利便増進実施計画を 策定し 、 現在の利用状況と 地域のニーズを 把握し た上で、 富雄庄

田線の利便性向上によ る利用者の増加と 運行の効率化を 図るこ と し 、 市と 国が地域公共交通確

保維持事業の制度を 活用し 、 国庫補助金を 財源の一部と し て財政支援するこ と で、 当該路線を

継続的に運行する こ と が可能と なり 、 地域住民が日常生活を 送る上で必要と なる活動機会の保

障と 地域の活性化につながる と 考えている 。  

 

２．地域公共交通確保維持事業の定量的な目標・効果 

（１）事業の目標 

（ １ ） 西畑線 

・ 地域公共交通の利用者数の維持・ 確保（ 生駒市地域公共交通計画 P95 参照）  

  西畑線の年間利用者数 

目標値： 3, 620 人 

・ たけまる号の 1 日あたり の利用者数の維持（ 生駒市地域公共交通計画 P100 参照）  

西畑線の１ 日あたり の利用者数が、 西畑線を 利用する沿線地区の住民基本台帳人口の合計

に占める割合 

目標値： 2. 32％ 

・ たけまる号の事業効率の改善（ 生駒市地域公共交通計画 P101 参照）  

西畑線への生駒市公的資金投入額が運行費用に占める割合、 西畑線の収支率 

目標値： 生駒市公的資金投入額が運行費用の 70％を 下回る水準を 維持 

 

（ ２ ） 富雄庄田線①、（ ３ ） 富雄庄田線②、（ ４ ） 富雄庄田線③ 

・ 地域公共交通の利用者数の維持・ 確保（ 生駒市地域公共交通計画 P95 参照）  

  富雄庄田線（ 学研北生駒駅～傍示・ 生駒北スポーツセンタ ー） の年間利用者数 

目標値： 86. 094 人 

・ 富雄庄田線の 1 日あたり の利用者数の維持（ 生駒市地域公共交通計画 P100 参照）  

富雄庄田線（ 学研北生駒駅～傍示・ 生駒北スポーツセンタ ー） の１ 日あたり の利用者数が、

富雄庄田線を 利用する沿線地区の住民基本台帳人口の合計に占める割合 

目標値： 4. 17％ 

・ 富雄庄田線の事業効率の改善（ 生駒市地域公共交通計画 P101 参照）  

富雄庄田線（ 学研北生駒駅～傍示・ 生駒北スポーツ センタ ー） の収支率 

目標値： 23. 5％ 
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別 紙 
（２）事業の効果 

（ １ ） 西畑線 

西畑線の運行により 、 高齢者を はじ めと する地域住民の生活交通が確保さ れるこ と で、 地域

の生活利便性の向上が図ら れるこ と はも ち ろ んのこ と 、 運行を 継続するこ と で、 将来的には観

光客等の地域外から の流入を 通じ て当該地域の活性化がも たら さ れ、 当該地域の人口減少に歯

止めがかかるこ と を期待し ている。  

 

（ ２ ） 富雄庄田線①、（ ３ ） 富雄庄田線②、（ ４ ） 富雄庄田線③ 

富雄庄田線の運行により 、 地域住民の利便性の確保と 地域の活性化を 図り 、 利用者数の増加

による収支状況の改善と 公的資金投入額の削減により 、持続可能な運行の実現を期待し ている。 

３．２．の目標を達成するために行う事業及びその実施主体 

（ １ ） 西畑線 

・ 沿線自治会における利用の呼びかけ（ 生駒市）  

・ 市ホームページや広報紙を 活用し たコ ミ ュ ニティ バスの周知（ 生駒市）  

（ 生駒市地域公共交通計画 P119 参照）  

 

（ ２ ） 富雄庄田線①、（ ３ ） 富雄庄田線②、（ ４ ） 富雄庄田線③ 

・ 鉄道ダイ ヤや地域のニーズに合わせたダイ ヤ改正（ 奈良交通㈱）  

・ 地域住民に対する利用促進の取組（ 生駒市）  

・ 運行経費の一部負担（ 生駒市）  

４．地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統の概要及び 

運送予定者 
別添 表１ のと おり  

５．地域公共交通確保維持事業に要する費用の総額、負担者及びその負担額 

（ １ ） 西畑線 

運行に係る費用総額約 3, 884, 000 円のう ち、 生駒市は、 運行収入及び国庫補助金を 運行経費

から 差し 引いた差額分を負担するこ と と し ている。  

 

（ ２ ） 富雄庄田線①、（ ３ ） 富雄庄田線②、（ ４ ） 富雄庄田線③ 

 運行に係る費用総額約 52, 258, 000 円のう ち、生駒市は、運送収入及び国庫補助金を運行経費

から 差し 引いた差額分を負担するこ と と し ている。  

６．２．の目標・効果の評価手法及び測定方法 

・ 生駒市統計書で公表さ れている各交通事業者の実績を 計上 

・ たけまる号及び奈良交通㈱の実績を 計上 

７．別表１の補助対象事業の基準ホただし書に基づき、協議会が平日１日当たりの

運行回数が３回以上で足りると認めた系統の概要 

【地域間幹線系統のみ】 

 ※該当なし  

８．別表１の補助対象事業の基準ニに基づき、協議会が「広域行政圏の中心市町村

に準ずる生活基盤が整備されている」と認めた市町村の一覧 

【地域間幹線系統のみ】 

※該当なし  

９．生産性向上の取組に係る取組内容、実施主体、定量的な効果目標、実施時期 

及びその他特記事項 

【地域間幹線系統のみ】 

 ※該当なし  
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10．地域公共交通確保維持改善事業を行う地域の概要 

【地域内フィーダー系統のみ】 

 別添 表 5 のと おり  

 

11．車両の取得に係る目的・必要性 

【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けよ

うとする場合のみ】 
※該当なし  

12．車両の取得に係る定量的な目標・効果 

【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けよ

うとする場合のみ】 

（１）事業の目標 
※該当なし  

（２）事業の効果 

※該当なし  

13 車両の取得計画の概要及び車両の取得を行う事業者又は地方公共団体、要する費

用の総額、負担者とその負担額【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式

車両購入費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

※該当なし  

14．老朽更新の代替による費用の削減等による地域公共交通確保維持事業における

収支の改善に係る計画（車両の代替による費用削減等の内容、代替車両を活用

した利用促進策） 

【公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

※該当なし  

15．貨客混載の導入に係る目的・必要性 

【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 
※該当なし  

16．貨客混載の導入に係る定量的な目標・効果 

【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

（１）事業の目標 

※該当なし  

（２）事業の効果 

※該当なし  

17．貨客混載の導入に係る計画の概要、要する費用の総額、内訳、負担者及び負担

額【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 
※該当なし  

18．協議会の開催状況と主な議論 

・ 令和７ 年６ 月１ ８ 日 第 1 回協議会 
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19．利用者等の意見の反映状況 

 生駒市地域公共交通計画の策定時は、 協議会（ 公開）、 パブリ ッ ク コ メ ント 、 議会等で意

見収集を行い、「 買い物や通院の時間帯にあわせて公共交通サービスを利用でき る地域の全

体図について、 公共交通サービスにより 買い物の活動機会が補償さ れている地区別人口割

合の現況地を示し ているが、 地区別の目標値を定める必要があるのでは」 と ご意見を いた

だいたため、 現況及び将来目指す姿を現し た全体図を地域公共交通計画に追加し た。  

また、 生駒市地域公共交通利便増進実施計画【 高山地区】 の策定時は、 沿線自治会を 対

象に全戸配布のアンケート 調査を実施し 、 収集し た意見を踏まえて新たに平日の生駒北ス

ポーツセンタ ー便の設定や、 帰宅時間帯の増便、 パタ ーンダイ ヤの拡大等を 地域公共交通

利便増進実施計画に反映し た。  

 

【本計画に関する担当者・連絡先】 

（住 所）奈良県生駒市東新町８番３８号    

（所 属）生駒市 総務部 防犯交通対策課   

（氏 名）城野 実優             

（電 話）0743-74-1111            

（e-mail）kotsu@city.ikoma.lg.jp       
 

注意： 本様式はあくまで参考であり、補助要綱の要件を満たすものであれば、この様式によら

なくても差し支えありません。 

実際の計画作成に当たっては補助要綱等を踏まえて作成をお願いいたします。 

    各記載項目について、地域公共交通利便増進実施計画及び地域旅客運送サービス継続実

施計画を作成している場合には、当該計画から該当部分を転記したり、別添○○計画△節

のとおり、等として引用したりすることも可能です。（ただし、上記２．・３．については、

地域公共交通利便増進実施計画及び地域旅客運送サービス継続実施計画に定める目標、当

該目標を達成するために行う事業及びその実施主体に関する事項との整合性を図るように

して下さい。また、地域公共交通計画全体として、協議会における協議が整った上で提出

される必要があります）。 

 

※該当のない項目は削除せず、「該当なし」と記載して下さい。 
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表１　地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統の概要及び運送予定者（地域内フィーダー系統） 令和8年度

R9年度～計画期間最終年度については、R8年度事業から運行内容に変更がないため省略

起点 経由地 終点 運行態様の別
基準ハで該
当する要件
（別表７・９）

補助対象地域間幹
線系統等と接続の
確保

基準ホで該
当する要件
（別表７のみ）

（注）

１．乗用タクシーによる運行の場合は、「運行系統名等」に運賃低廉化を行う運行サービスの名称を記載すること。

２．区域運行又は乗用タクシーによる運行の場合は、運行系統の「経由地」に営業区域又は運賃低廉化対象地域を記載することとし、「起点」、「終点」及び「系統キロ程」について記載を要しない。

３．「系統キロ程」については、小数点第１位（第２位以下切り捨て）まで記載すること。なお、循環系統の場合には、往又は復のどちらかの欄にキロ程を記載し、もう片方の欄に「循環」と記載すること。

４．「利便増進特例措置」及び「運送継続特例措置」については、利便増進計画又は運送継続計画の認定を受け、地域内フィーダー系統に係る特例措置の適用（別表９又は別表１０）を受けて補助対象となる場合のみ「○」を記載すること。

５．「運行態様の別」については、路線定期運行、路線不定期運行、区域運行、乗用タクシーによる運行の別を記載すること。

６．「補助対象地域間幹線系統等と接続の確保」については、地域内フィーダー系統が接続する補助対象地域間幹線系統又は地域間交通ネットワークとどのように接続を確保するかについて記載すること。

７．乗用タクシーによる運行の場合は、「運行系統名」「利便増進特例措置」について記載を要しない。

８．本表に記載する運行予定系統を示した地図及び運行ダイヤを添付すること。乗用タクシーによる運行の場合は、営業区域を示した地図を添付すること。

計画
運行
日数

計画
運行
回数

利
便
増
進
特
例
措
置

運
送
継
続
特
例
措
置

地域内フィーダー系統の基準適合
（別表７・別表９・別表１０）

生駒市

生駒交通株式会社 (1) 西畑線

市区町村名 運送予定者名
運行系統名等
（申請番号）

運行系統

系統
キロ程

③
復　8.8　　ｋｍ

奈良交通株式会社 (2) 富雄庄田線① 学研北生駒駅 庄田 傍示

840回 路線定期運行 ②-（2）
近畿日本鉄道生駒線南生駒駅で接
続。
運行ダイヤについては、利用状況も
考慮のうえ、鉄道ダイヤとの調整を
行う。

南コミュニ
テ
ィセンター
せせらぎ

業務スーパー
南生駒店、
南生駒駅
大門町集会
所

暗峠

往　8.9　　ｋｍ

240日

① 学研北生駒駅で補助対象地域間幹
線系統「富雄庄田線」と接続 ②

復　6.7　　ｋｍ

奈良交通株式会社 (3) 富雄庄田線② 学研北生駒駅

往　6.8　　ｋｍ

365日 3598回 路線定期運行

路線定期運行 ① 学研北生駒駅で補助対象地域間幹
線系統「富雄庄田線」と接続 ②

復　8.4　　ｋｍ

傍示
生駒北ス
ポーツセン
ター

往　8.5　　ｋｍ

365日 1801回

学研北生駒駅で補助対象地域間幹
線系統「富雄庄田線」と接続 ②

復　2.2　　ｋｍ

高山芝
高山学校
前

往　2.3　　ｋｍ

365日 302回

(5)

路線定期運行 ①奈良交通株式会社 (4) 富雄庄田線③ 学研北生駒駅

復　　　ｋｍ

往　　　ｋｍ
日 回
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表５　地域公共交通確保維持改善事業を行う地域の概要

（単位：人）

　交通不便地域等の内訳

（１）記載要領

１．

２．

３．

４．

５．

６．

（２）添付書類
１． 「人口集中地区以外の地区」及び「交通不便地域等」の区分が分かる地図を添付すること。

（ただし、全域が交通不便地域等となる場合には省略可）

「交通不便地域等」の欄は、地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱（以
下、「交付要綱」という。）の別表７（ハ②（１））に記載のある過疎地域の人口、交付要
綱別表７（ハ②（２）（実施要領の２．（１）⑪））に基づき地方運輸局長等が指定する交
通不便地域の人口及び交付要綱別表７リに基づき地方運輸局長等が認める地域の
合計（重複する場合を除く）を記載すること。

「対象地区」の欄には、当該市町村の一部が交付要綱別表７（ハ②（１））に掲げる法
律（根拠法）に基づき地域指定されている場合に、根拠法ごとに当該区域の旧市町村
名等を記載すること。また、地方運輸局長等が指定する交通不便地域等が存在する
場合には、該当する区域名を記載すること。

「根拠法」の欄は、交通不便地域を地方運輸局長等が指定した場合は、「局長指定」と
記載すること。また、乗用タクシー以外での輸送が著しく困難であるものとして地方運
輸局長等が認めた場合は、「局長指定（乗用）」と記載すること。

「特例適用開始年度」の欄は、地域公共交通利便増進実施計画又は地域旅客運送
サービス継続実施計画を策定し、特例を適用する場合に記載すること。

生駒市地域公共交通計画
令和3年3月

(令和7年6月一部改訂)
－

人口は最新の国勢調査結果を基に記載すること。ただし、地方運輸局長等が指定す
る交通不便地域の場合は、申請する年度の前年度の３月末現在の住民基本台帳を
基に記載すること。

「人口集中地区以外」の欄は、国勢調査結果により設定された人口集中地区に該当し
ない地区の人口を記載すること。

　地域公共交通計画、地域公共交通利便増進実施計画、地域旅客運送サービス継続実施計画の策定
年月日及び特例適用開始年度

計画名 策定年月日 特例適用開始年度

奈良県地域公共交通計画
令和5年3月

(令和6年3月一部改訂)
－

生駒市地域公共交通利便増
進実施計画【高山地区】

令和7年6月 －

320
藤尾町、大門町、小倉寺町、

鬼取町、西畑町
局長指定

交通不便地域等 320

人　口 対象地区 根拠法

市区町村名 生駒市

人　口

人口集中地区以外 17442
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西畑線（往路）

停留所名 備 考

※往路と復路で経路が異なるため、距離が異なる

停留所の名称および位置ならびにキロ程

位                置 キロ程

南コミュニティセンターせ
せらぎ

奈良県生駒市小瀬町18
（往路）

0.7
業務スーパー南生駒店 奈良県生駒市小平尾町81

0.3
神田橋西 奈良県生駒市小瀬町９１－２

0.3
南生駒駅 奈良県生駒市小瀬町６９５－２先

0.5
田口クリニック 奈良県生駒市有里町31－2先

0.5
南中学校 奈良県生駒市萩原町99－4

0.4
美努岡萬墓 奈良県生駒市青山台126－6

0.2
青山台中央公園 奈良県生駒市青山台117-115

0.3
青山台第3公園 奈良県生駒市青山台32－11

0.2
青山台集会所 奈良県生駒市青山台117－146

0.2
レイクサイド入口 奈良県生駒市青山台117－121

0.2
西池 奈良県生駒市萩原町173－1

0.3
石佛寺 奈良県生駒市藤尾町96－2 自由乗降区間

0.3
やまびこホール下 奈良県生駒市藤尾町635-4 自由乗降区間

0.6
大福寺 奈良県生駒市鬼取町56－1 自由乗降区間

0.3
大門町集会所 奈良県生駒市大門町227－1 自由乗降区間

1.3
小倉寺町集会所 奈良県生駒市小倉寺町377－1 自由乗降区間

0.3
鬼取町 奈良県生駒市鬼取町274－1 自由乗降区間

0.9
西畑町入口 奈良県生駒市西畑町1222先 自由乗降区間

0.3

8.9

西畑町自治会館入口 奈良県生駒市西畑町442－1先 自由乗降区間

0.8
暗峠 奈良県生駒市西畑町1088－2 自由乗降区間
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西畑線（復路）主系統

停留所名 備 考

※往路と復路で経路が異なるため、距離が異なる

停留所の名称および位置ならびにキロ程

位                置

暗峠 奈良県生駒市西畑町1088－2
（復路）

奈良県生駒市西畑町1222先 自由乗降区間

0.9
鬼取町 奈良県生駒市鬼取町274－1 自由乗降区間

自由乗降区間

0.8
西畑町自治会館入口 奈良県生駒市西畑町442－1先 自由乗降区間

0.3
西畑町入口

0.3
小倉寺町集会所 奈良県生駒市小倉寺町377－1 自由乗降区間

1.3
大門町集会所 奈良県生駒市大門町227－1

奈良県生駒市藤尾町635-4 自由乗降区間

0.3
石佛寺 奈良県生駒市藤尾町96－2 自由乗降区間

自由乗降区間

0.3
大福寺 奈良県生駒市鬼取町56－1 自由乗降区間

0.6
やまびこホール下

0.3
西池 奈良県生駒市萩原町173－1

0.2
レイクサイド入口 奈良県生駒市青山台117－121

奈良県生駒市青山台32－11

0.2
青山台集会所 奈良県生駒市青山台117－146

0.2
青山台中央公園 奈良県生駒市青山台117-115

0.3
青山台第3公園

0.1
美努岡萬墓 奈良県生駒市青山台126－6

0.4
南中学校 奈良県生駒市萩原町99－4

奈良県生駒市小瀬町６９５－２先

0.3
神田橋西 奈良県生駒市小瀬町９１－２

0.5
田口クリニック 奈良県生駒市有里町31－2先

0.5
南生駒駅

0.3
業務スーパー南生駒店 奈良県生駒市小平尾町81

0.7
南コミュニティセンターせ
せらぎ

奈良県生駒市小瀬町18

8.8
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西畑線（復路）みなし系統

停留所名 備 考

※往路と復路で経路が異なるため、距離が異なる

停留所の名称および位置ならびにキロ程

位                置

暗峠 奈良県生駒市西畑町1088－2
（復路）

自由乗降区間

0.8
西畑町自治会館入口 奈良県生駒市西畑町442－1先 自由乗降区間

0.3
西畑町入口 奈良県生駒市西畑町1222先 自由乗降区間

0.9
鬼取町 奈良県生駒市鬼取町274－1 自由乗降区間

0.3
小倉寺町集会所 奈良県生駒市小倉寺町377－1 自由乗降区間

1.3
大門町集会所 奈良県生駒市大門町227－1 自由乗降区間

0.3
大福寺 奈良県生駒市鬼取町56－1 自由乗降区間

0.6
やまびこホール下 奈良県生駒市藤尾町635-4 自由乗降区間

0.3
石佛寺 奈良県生駒市藤尾町96－2 自由乗降区間

0.3
西池 奈良県生駒市萩原町173－1

0.2
レイクサイド入口 奈良県生駒市青山台117－121

0.2
青山台中央公園 奈良県生駒市青山台117-115

0.3
青山台第3公園 奈良県生駒市青山台32－11

0.2
青山台集会所 奈良県生駒市青山台117－146

0.1
美努岡萬墓 奈良県生駒市青山台126－6

0.4
南中学校 奈良県生駒市萩原町99－4

0.5
田口クリニック 奈良県生駒市有里町31－2先

0.5
南生駒駅 奈良県生駒市小瀬町６９５－２先

0.3
神田橋西 奈良県生駒市小瀬町９１－２

0.4
南コミュニティセンターせ
せらぎ

奈良県生駒市小瀬町18

8.2
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　学研北生駒駅～庄田～傍示

区間 既設

キロ程 新設

（㎞） の別

(往)0.2
(復)0.1

(往)6.8

(復)6.7

停留所の名称・位置および区間キロ程

（2）富雄庄田線①

停留所名 位置

停留所
土地

所有者
名等

停留所
物件

所有者
名等

学研北生駒駅 既認可のとおり 既設

上大町 既認可のとおり 既設
0.4

鵄山 既認可のとおり 既設
0.2

西向橋 既認可のとおり 既設
0.3

高山芝 既認可のとおり 既設
0.2

高山 既認可のとおり 既設
0.3

宮方橋 既認可のとおり 既設
0.5

生駒北小中学校 既認可のとおり 既設
0.2

高山学校前 既認可のとおり 既設
0.3

高山八幡宮前 既認可のとおり 既設
0.3

大北 既認可のとおり 既設
0.3

上大北 既認可のとおり 既設
0.5

西庄田 既認可のとおり 既設
0.2

庄田 既認可のとおり 既設
0.3

東庄田 既認可のとおり 既設
0.4

鐘付田 既認可のとおり 既設
0.9

高船口 既認可のとおり 既設
0.4

高山狭戸 既認可のとおり 既設
0.7

傍示（南） 既認可のとおり 既設

合　　　計

0.2
傍示 既認可のとおり 既設
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　学研北生駒駅～傍示～生駒北スポーツセンター

区間 既設

キロ程 新設

（㎞） の別

(往)0.2
(復)0.1

(往)8.5

(復)8.4

（3）富雄庄田線②

合　　　計

0.3

0.4

0.9

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

停留所
土地

所有者
名等

0.4

0.2

0.3

0.2

0.3

0.5

0.2

上大町

西向橋

高山芝

高山

既認可のとおり

既認可のとおり

既認可のとおり

既認可のとおり

既認可のとおり

既認可のとおり

既認可のとおり

既認可のとおり

宮方橋

生駒北小中学校

高山学校前

既設

停留所名

停留所の名称・位置および区間キロ程

学研北生駒駅

位置

既認可のとおり

停留所
物件

所有者
名等

高山狭戸 既認可のとおり
0.4

0.7
既設

大北 既認可のとおり

上大北 既認可のとおり

西庄田 既認可のとおり

0.3

0.3

0.5

0.2

既設

既設

既設

鵄山

既認可のとおり

傍示（南） 既認可のとおり

0.2

0.2

1.5

傍示

既認可のとおり

東庄田

鐘付田

高船口

傍示（南）

高山八幡宮前

庄田

生駒北スポーツセンター

既認可のとおり

既認可のとおり

既認可のとおり

既認可のとおり

既認可のとおり

0.3

既認可のとおり

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設
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　学研北生駒駅～高山芝～高山学校前

区間 既設

キロ程 新設

（㎞） の別

(往)0.2
(復)0.1

(往)2.3

(復)2.2

停留所の名称・位置および区間キロ程

（4）富雄庄田線③

停留所名 位置

停留所
土地

所有者
名等

停留所
物件

所有者
名等

学研北生駒駅 既認可のとおり 既設

0.2
西向橋 既認可のとおり 既設

0.4
鵄山 既認可のとおり 既設

上大町 既認可のとおり 既設

0.2
高山 既認可のとおり 既設

0.3
既認可のとおり 既設

0.3
高山芝 既認可のとおり 既設

0.5
生駒北小中学校 既認可のとおり 既設

0.2
高山学校前 既認可のとおり 既設

宮方橋

合　　　計
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